 保 険 の し お り 
JA三井リース株式会社では、リースまたは割賦販売契約を
締結いただきましたお客様が、その契約期間中、安心して
機械や設備をご使用いただけますよう動産総合保険契約を付保し
万一の事故に備えております。

この「しおり」は、それらの物件に付保されている保険につ
いて記載したものです。契約期間中は契約書とご一緒に保管して
下さい。
JA三井リース株式会社
Ⅰ．動産総合保険とは？
１．免責事由に触れない限り「すべての偶発的な事故」によりリース物件（自動車、航空機など付保対象外となる物件あり）に生じた損害について担保する保険です。
《対象除外物件》
①不動産及び不動産に準ずる物件

②自動車（ナンバープレートが付かないフォークリフト、クレーン車などは付保可能）
③航空機、鉄道車両、船舶など

④ソフトウェア（単体での契約時）
⑤その他
２．動産総合保険の付保手続きは当社が行い、お客様の手は煩わせません。

なお、保険金額・保険料は、当社が損害保険会社との間で取り決めております。
３．保険契約の始期日は、リース契約または割賦販売契約の開始日（物件借受日）となります。保険の終了する期日はリース契約または割賦販売契約の終了日です。

　　　なお、契約期間中は、当社が一年毎に保険契約の更新手続きをとり、継続して付保いたします。
Ⅱ．保険金が支払われる場合と支払われない場合
　　物件に対して起こったあらゆる偶発の外来事故に保険金が支払われます。
１．支払われる事故

火災・水災・風災・破損・盗難・汚損・濡損・破壊・爆発・落雷・航空機の墜落または物体の落下・車両の衝突および接触・騒じょう（警察権で鎮圧できないものは除く）・労働争議・輸送用具の事故・構造物の崩壊・暴行やいたずら等による偶然な事故については支払われます。

２．支払われない事故（免責事由）
①事故の原因が保険契約の当事者・保険金受取人などの故意または重過失による場合。
②事故の原因が戦争・変乱・核燃料物質による場合。

③直接・間接を問わず、地震もしくは噴火またはこれらによる津波に起因する損害。
④リース物件自体の自然損耗または内在する欠陥（不適合）（注１）・カビ・サビ・変質・変色その他の類似理由・またはネズミ食い・虫食い等による場合。
⑤偶然な外来の事故によらない電気的事故または機械的事故による場合
（例）電気的事故：ショート、スパーク、過電流による機器の損傷
機械的事故：偶然な過負荷による機器の損傷　　　　　　
※上記の場合でも操作上の単純ミスなどが原因の場合や、動産総合保険契約に特約を付帯すれば保険金が支払われます。
⑥清掃、修理中の技術の拙劣または過失による場合。

⑦置き忘れ・紛失の場合。
⑧ＬＥＤ・真空管・電球などの管球類の単独事故及び消耗品の単独事故の場合。
⑨保険の対象が耕工作車、機械、機械設備または装置で以下に事故が発生した場合。
 ア．ガラス部分
 イ．バケット・フォーク・ハンマー部分・パイルドライバまたはドリル
 ウ．ショベル類などの歯または爪などのアタッチメント
 エ．ベルト・ワイヤロープ・チェーン・ゴムタイヤ・ホースまたはキャタピラ
 オ．ミキサのブレードまたはライナ
 カ．運転に供せられる資材
⑩修理に付帯する費用は支払われない場合あり。

（注１）物件に内在する欠陥（不適合）とは、例えば外見上ははっきりしない材質の不良のため使用中に折損したような場合をさします。
 Ⅲ．保険事故が発生したら
リース物件に損害事故が発生したら、下記の通り速やかにご報告お願いします。
《事故報告》
１．当社本社または支店へ出来る限り早くご連絡して下さい。ご報告事項は以下の通りです。

①事故発生の日時、場所

②事故の原因および状況

③損害の見込額
④修理方法
⑤その他参考事項（該当の契約番号等）

発生時点で判明していない事項については、後日の報告で結構です。なお、事故のご連絡が遅れたり、報告内容に不備や虚偽の記載があり事実の確認が出来ない場合、損害保険会社が保険対象の事故かどうかの確認や損害額の判定を行うことが困難となり、場合によっては保険金の支払いが受けられなくなる場合もありますのでくれぐれもご注意下さい。

《写真撮影》
２．盗難事故にあった場合以外は、その事故の損害状況を確認できるような写真を角度を変えて複数枚撮影して下さい。
《盗難》
３．リース物件が盗難にあった場合は、早急に最寄りの交番か警察署に事故の届出を行い、届出警察署名および届出受理番号を報告して下さい。
《火災》
４．火災による事故の場合には、消防署に申し出て、罹災（りさい）証明書または火災証明書を取付けて下さい。

《落雷》
５. 落雷による損害発生の場合は落雷の新聞記事、気象庁ホームページの観測記録、気象証明書又は事象がわかる書類を添付して下さい。
《損害の軽減・防止》

６．万一、損害が発生した場合には、その拡大を防ぎ、損害がなるべく軽減するように努めて下さい。また第三者から損害の賠償請求ができる場合には、その賠償請求についての必要手続をお取り　下さい。

《修理》
７．損害を受けたリース物件を修理する場合は、先ず当社営業担当者までご連絡ご相談ください。
なお、やむなき理由事情等により当社連絡前に修理を行なった場合は、修理後速やかにご連絡下さい。
《保険金の請求手続》

８．保険金の請求は当社が行いますので、当社担当者が依頼した必要書類を早急にご送付下さい。
JA三井リース株式会社

総合企画部　統合管理室　〒530－0005　大阪市北区中之島二丁目３番３３号

　　　      　　　　　　TEL（06）6228－0282
JA三井リースの契約損害保険会社

幹事会社　三井住友海上火災保険株式会社
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